
令和元年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（南伊勢高校 南勢校舎） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 〇自らの力で自分の将来を切り開き、地域社会に貢献するひとを育成する学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

〇自立に向け、基本的生活習慣と基礎学力を身につけた生徒 

〇自分の夢を明確にし、希望する進路に向け、自ら努力し続ける生徒 

〇自他の命を尊重し、差別をなくす実践力と高い自己肯定感を有する生徒 

ありたい 

教職員像 

〇共通認識のもと、生徒に寄り添い、生徒の個性を最大限伸長させる教職員 

〇小規模校・校舎制の利点を活かす新しい発想を創造し実践する教職員 

〇地域と共に歩み、地域から信頼される学校づくりを行う教職員 

〇県立高等学校活性化計画（平成２９年３月）をふまえ、活力ある教育活動を展開す

る教職員 

〇総勤務時間縮減を意識し、ワークライフバランスを大切にする教職員 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

＜生徒・保護者＞ 

基礎学力の定着。規律ある充実した学校生活。希望進路の実現。 

＜地域社会＞ 

将来的に、地元地域で生活し、地域社会に貢献できる人材の育成。 

＜中学校＞ 

学習面、生活面での中学校からの指導の継続。将来自立できるための力の育成。 

取組内容の中学生及びその保護者への浸透。 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜保護者＞ 

学力向上。確かな進路保障。 

学校との信頼関係。 

＜町・町教育委員会＞ 

地元地域の活性化を担う人材育成。 

生徒の進路保障。 

＜地元企業等＞ 

将来的に、地元地域に勤め、地域社会

を支えてくれる人材の育成。 

＜ＮＰＯ等地域活動団体＞ 

ＳＢＰを中心とした生徒による地域活

性化への貢献。 

＜保護者＞ 

学校と連携した家庭での生活指導・学習

活動への協力。 

＜町・町教育委員会＞ 

学校運営協議会等を円滑に進めるため

の協力。地元への就職支援。 

＜地元企業等＞ 

インターンシップ等教育活動への協力。

地元企業の採用増加。 

＜ＮＰＯ等地域活動団体＞ 

ＳＢＰを中心として、生徒が活躍できる

多様な機会の提供。 

(3)前年度の学校 

運営協議会 

委員評価等 

・生徒会を中心に挨拶運動や清掃活動を行っているが、学校全体で生徒の主体的な活

動の推進が必要である。 

・小中学校に向けてさまざまな取組をＰＲしているが、これからも学校の魅力を発信

し、小中学生が本校舎の高校生に憧れを抱くようなキャリアビジョンを示していく

ことが重要である。そのためには、短い時間の中でさまざまな方法を試してみるよ

りも、既にある魅力を全面に押し出していく方が効率的である。 

・度会校舎との一体感を高め、教育の質を担保するために、度会校舎とのＩＣＴを活

用した授業の推進が必要である。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

多様な生徒が在籍するなかで、基礎基本の定着を大切にした教育の実践と生徒一人

ひとりへのきめ細かな指導により、地域から一定の評価を得ている。 

また、地域からの支援を得て「地方創生アドバンスコース」の教育内容を充実させ

ている。 

今後、少人数教育を行う中で、生徒のより幅広い教科・科目の受講や学校の枠を越

えた交流等、さまざまな教育機会の充実につながるよう、ＩＣＴを用いた遠隔授業の

取組を進める必要がある。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



学校 

運営等 

地域に密着した県立高校として、地域への貢献も視野に入れ、近隣の小中学校と連

携した取組や、多様な年齢・立場の人々と係わる取組を行い、地域から一定の評価を

得ている。 

今後、学校の取組を地域の中学生やその保護者に浸透させ、入学者を確保していく

必要がある。 

また、度会校舎と共に一つの学校としての機能を強化していく必要がある。 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

・自他の命を尊重し、社会的自立に向けて基礎基本の学力と差別をなくす実践力を身につけさせる

とともに、高い自己肯定感を持ち、自ら考え適切に行動できる生徒を育成する。 

・個々の能力･適性に応じて、自らの将来を主体的に考え、希望進路の実現に向けて積極的に取り

組む生徒を育成する。 

・基本的な生活習慣や社会的規律･礼儀をしっかりと身につけ、心身ともに健康な生徒を育成する。 

・二校舎を取り巻く自然環境や文化を活かした教育活動を行うとともに、合同の部活動等を通じて

生徒の交流を促進する。 

学
校
運
営
等 

・地域の多様な主体と協働し、地域からより信頼され、選ばれる学校づくりを推進する。 

・度会校舎と共に一つの学校としての機能を強化していく。 

・業務改善を積極的に行い、勤務時間の縮減に努めることにより、より質の高い教育を目指すとと

もに、ワークライフバランスに配慮しながら教員の一層の資質向上に取り組む。 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動 

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導等

の充実 

（１）基礎学力の定着を図る。 

【活動指標】基礎学力ウィークを年２回実施するとともに、基礎

力診断テストを年３回（１・２年生）実施する。 

【成果指標】基礎力診断テストの成績上昇者 50％以上 

（２）基本的な生活習慣や社会的規律の定着を図る。 

【活動指標】遅刻、授業中退室の集計をもとに、教職員が協力

して指導する。 

【成果指標】遅刻、授業中退室の昨年度比 30％以上減少 

（年度末および適宜記載） 

◎ 

遠隔授業の

推進 

（１）度会校舎との間で多様な科目選択を可能にし、少人数の講

座においても多様な意見や考えに触れたり、協働して学習し

たりすることを目指して、ＩＣＴを用いた遠隔授業に取り組む。 

 【活動指標】年５回程度 

（年度末および適宜記載） 

 

キャリア教育

の充実 

（１）授業や学校行事を通じて地域との繋がりを推進し、地域の魅

力を再発見するとともに、課題を見つけ、解決方法を模索し、

地域に貢献できるリーダーの育成を目指す。 

【活動指標】 

① 学校設定教科「地域創生」 

・学校設定科目「地域探求」及び「地域課題研究」 

外部講師による講演またはフィールドワーク 年５回以上 

・学校設定科目「インターンシップ」就労体験 年 15 回以上 

② 防災教育 

・外部講師による講演またはフィールドワーク 年５回以上 

   ・東北等への被災地研修会への参加 

③ ボランティア活動 

   ・近隣の小・中学校と連携した合同清掃の実施 

（年度末および適宜記載） 

※ 



（２）社会人として必要な態度・マナーを修得させ、将来にわたり

社会への貢献を考えさせる。 

【活動指標】進路ガイダンスや講演会 ３回以上 

【成果指標】就職内定、公務員試験合格、進学志望校合格

100％を目指す。 

（３）自らの適性を理解し、自己肯定感を持つとともに、生きること

の尊さや生命のかけがえなさを理解し、自他の生命を尊重する

姿勢を育てる。 

【活動指標】人権ＬＨＲの開催、外部講師による講演会１回以上 

【成果指標】アンケートをもとに、人権意識が向上したという生

徒 80％以上 

改善課題 

（年度末に記載） 

 
（２）学校運営等 

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

資質向上の取

組 

（１）教職員等を対象とした人権教育研修を行う。 

【活動指標】人権講演会または研修会 年１回以上 

（２）特別支援教育についての研修会を実施し、生徒の実態に即

した対応が出来るようにする。 

【活動指標】特別支援教育研修会 年 1 回 

（年度末および適宜記載） 

◎ 

情報提供によ

る信頼の構築 

（１）学校の教育活動や生徒の取組等について、積極的に情報を

発信する。 

【活動指標】 

  ・中学校でのＰＴＡ総会や進路説明会等 

   本校舎の生徒や卒業生等の講話・発表 ５回以上 

・Ｗｅｂページの更新 年 20 回以上 

・町の広報誌への掲載を毎月依頼 

（２）授業公開、学校見学会等を実施する。 

【活動指標】年２回 

（３）コミュニティ通信を南伊勢町内すべての小・中学校の児童・

生徒に配付するとともに、南伊勢町内 39 自治会に配付、回

覧を依頼する。 

【活動指標】年３回以上 

（年度末および適宜記載） 

 

働きやすい職

場環境づくり 

（１）総勤務時間の縮減に努める。 

【活動指標】 

・定時退校日を月１日及び定時退校強化月間を８月に実施 

・部活動休養日を週１日設定 

・放課後に開催され 60 分以内に終了する会議の割合を 90％ 

 

（年度末および適宜記載） 

※ 



【成果指標】 

・月 80 時間を超える時間外労働者０人 

・時間外労働を月 0.5 時間削減 

（平成 30 年度実績 6.2 時間/月） 

・休暇取得を年 0.5 日増加（平成 30年度実績 28.4 日/年） 

改善課題 

（年度末に記載） 

５ 学校運営協議会委員評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

（年度末に記載） 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 
（年度末に記載） 

学校運営につ

いての改善策 
（年度末に記載） 

 


